
びわ湖ホールオフィシャルスポンサー［年間］：株式会社 叶 匠壽庵

〈アクセス〉

携帯電話、スマートフォン（iPhone標準ブラウザ、Android標準ブラウザ）からもチケットをご購入いただけます。
詳しい推奨環境に関する表示はhttp://www2.biwako-hall.or.jp/mobile/env.html/に記載しております。
携帯電話、スマートフォンの方はhttps://www2.biwako-hall.or.jp/eticket_mobile/をご利用ください。
※パソコンにて登録されたユーザーID、パスワードはそのままお使いいただけます。

（10:00～19:00／火曜休館※休日の場合は翌日） （10:00～19:00／火曜休館※休日の場合は翌日）
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インターネット予約
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チケットのお求めはお早めにどうぞ。
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大阪から新快速で約40分、京都から約10分
名古屋から新幹線／京都駅のりかえで約60分
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《駐車場のご案内》

びわ湖ホール発・舞台芸術情報紙
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S席14,000（13,000）円　A席12,000（11,000）円　B席10,000（9,000）円　C席8,000（7,000）円
D席・E席完売　U30席（30歳以下）3,000円　U24席（24歳以下）2,000円 [全席指定・税込]

2014年 10月11日
両日とも14:00開演（13:15開場） 大ホール

・12日 　

※(　)内は友の会会員料金　※U30席・U24席は、チケットセンターのみの取扱い(電話・窓口のみ)
公演当日に残席がある場合に限り、青少年(25歳未満)の方に、半額で当日券を販売。Ｓ～Ｅ席のみ。U30席・U24席は除く　　　　　　　

       
青少年割引当日券

ヴェルディ作曲

罪 と 罰 、舞 台 は 壮 絶 な フィ ナ ー レ を 呼 ぶ 。

道化師のリゴレットは、生き甲斐であり大切な一人娘のジルダを主人であるマントヴァ公爵に弄ばれる。リゴレットはマント
ヴァ公爵への復讐を誓い刺客スパラフチーレを雇うことに。一方、スパラフチーレの妹マッダレーナもマントヴァ公爵に言い
寄られ恋心を抱く。スパラフチーレがいよいよ殺しの行動に出ようとするとマッダレーナがあの美しい若者（マントヴァ公爵）
を殺さないでと懇願。だれか別の男が来ればその男を殺して若者の命を助けてやるという二人のやりとりを聞いていたジル
ダは、マントヴァ公爵の命を守るために自ら進んで身代わりとなるのだが…。

呪
い
を
か
け
る 呪い

をか
ける

口説く

好意♥

マン
トヴ
ァ公
爵

の殺
害を
依頼

主従関係

親子

兄妹マントヴァ公爵を
助けるように懇願

相関図

STORY

　『リゴレット』は、私がびわ湖ホールで取り上げるヴェルディ作品として、『アイーダ』
(2011年)、『椿姫』(2013年)に続いて3作目。いずれもよく上演されるオペラで、人気
の高い作品です。若杉 弘 前芸術監督がヴェルディシリーズを9年続けて手がけられ
ましたが、今回の『リゴレット』で、びわ湖ホールとしては12作目のヴェルディオペラ
の制作・上演となります。
　前回の『椿姫』がとても充実した公演になったことが、再びヴェルディを取り上げる
決め手となりました。今まで私は、コルンゴルトの『死の都』のように、音符の数が多
ければ多いほど燃えてくる指揮者だという意識がありました。しかし、びわ湖ホール
で何度かヴェルディを取り上げたことで、ヴェルディはシンプルななかに深い感動を
感じさせる、天才的な音楽家だと改めて気付きました。まさにシンプル・イズ・ザ・ベ
スト。行間に音楽がある。ヴェルディのオーケストレーションは、さまざまな色が見え
てきます。明るい色彩はもちろん、闇の音のグラデーションも大変魅力的です。『リゴ
レット』には有名なアリアが多く、コンサートなどで単独でも演奏されているので、聴
き覚えのあるメロディが多いのではないでしょうか。
　また、キャストはびわ湖ホールならではの、オペラ団体の枠を超えたオールジャパ
ン体制でお届けします。合唱は、黎明期から日本のオペラ界をリードし続け、今年創
立80周年を迎えた藤原歌劇団の合唱部が受け持ちます。
　演出は、最近活躍著しい期待の星、田尾下 哲さんにお願いしました。そのほかのス
タッフも日本を代表する方々をお迎えしています。日本の舞台スタッフの層の厚さを
感じていただきたいですね。
　上演機会が多く、皆さまよくご存知のこの作品を通して、びわ湖ホールが培ってき
た力をお見せできればと思います。どうぞご期待ください。

沼尻竜典オペラセレクションは、沼尻竜典芸術監督が優れた作品を厳選して
制作・上演するシリーズ。今回で第８弾を迎える。

沼尻 竜典
指 揮／びわ湖ホール芸術監督

Ryusuke Numajiri

2007年よりびわ湖ホール第2代芸術監督に就任。
トウキョウ・モーツァルトプレーヤーズ音楽監督も務め、2013年8月
よりリューベック歌劇場音楽総監督に就任。

ⒸRYOICHI ARATANI

好色な領主

マントヴァ公爵

殺し屋

スパラフチーレ

スパラフチーレの妹
マッダレーナ

女中
ジョヴァンナ

リゴレットの娘

ジルダ
モンテローネ伯爵

11日 堀内康雄 12日 牧野正人

11日 幸田浩子

11日 福井 敬 12日 ジョン・健・ヌッツォ

11日 片桐直樹 12日 青山 貴

11日 斉木健詞 12日 デニス・ビシュニャ

11日 谷口睦美 12日 小林由佳

11日 小林久美子* 12日 中島郁子

宮廷道化師

リゴレット

文・沼尻竜典

『リゴレット』の上演に向けて

12日 森谷真理
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「びわ湖ホール友の会」会員募集中

大阪から新快速で約40分、京都から約10分

TEL.077‒523‒7140広報マーケティング部特別会員 お問い合わせ

びわ湖ホールの舞台芸術に関する諸事業に賛同し、これを支援してくださる方々です。
主催公演へのご招待 ゲネプロにご招待チケット優先予約

◎メインロビーへの企業名掲示  ◎びわ湖ホールHP、「湖響」への企業名等掲載およびリンク敷設
◎びわ湖大花火大会観覧ご招待など

年会費
一口につき 100,000円‐

詳しくはホームページをご覧ください。※サポート会員の特典もすべてご利用いただけます。
チケットの優先・優待販売や無料郵送、公演情報のご案内、
館内レストランサービス、提携ホテルの利用割引などの特典・
サービスをご提供いたします。
[一般会員]年会費2,500円（税込）
[クレジット一般会員]年会費2,379円(クレジットカード年会費1,350円含・税込) 年会費　一口につき10,000円（税込）

一般会員 サポート会員 TEL.077‒523‒7136
びわ湖ホールチケットセンターお問い合わせ

TEL.077‒523‒7136
びわ湖ホールチケットセンターお問い合わせ

一般会員のサービスに加え、主催公演へのご招待やオペラ
公演のゲネプロにご招待など、お得にお楽しみいただけます。

《特別会員》のみなさま 株式会社秋村組/アサヒグループホールディングス株式会社/綾羽株式会社/新木産業株式会社/一圓テクノス株
式会社/上原恵美/株式会社栄光社/SMBC日興証券株式会社 大津支店/株式会社エスサーフ/NTT西日本 滋

賀支店/大津板紙株式会社/大津プリンスホテル/オプテックス株式会社/オリックス・ファシリティーズ株式会社 滋賀支店/株式会社関西アーバン銀行/木村水産株
式会社/京セラ株式会社/株式会社京都銀行/京都信用金庫 滋賀本部/学校法人京都成安学園 成安造形大学/京都橘大学/京都中央信用金庫/株式会社京
都西川/株式会社京都ホテル/株式会社キントー/京滋舞台芸術事業協同組合/甲賀高分子株式会社/株式会社コングレ/株式会社佐藤総合計画 関西事務所/
三精テクノロジーズ株式会社/株式会社しがぎん経済文化センター/株式会社滋賀銀行/滋賀近交運輸倉庫株式会社/滋賀県産業振興協同組合/滋賀県信用金
庫協会/株式会社滋賀富士通ソフトウェア/滋賀ヤサカ自動車株式会社/株式会社自然総研/株式会社ＪＥＵＧＩＡ/公益財団法人秀明文化財団/株式会社昭和バル
ブ製作所/瀬田医院/綜合警備保障株式会社 滋賀支社/株式会社そごう・西武 西武大津店/大和証券株式会社 京都支店/髙田紘一/たねやグループ/ちばレディ
ースクリニック/株式会社ＤＧコミュニケーションズ/thymos/株式会社天下一品/東京海上日動火災保険株式会社 滋賀支店/株式会社西浦商店/日新製薬株式会
社/日新薬品工業株式会社/株式会社ニッセイコム/日本観光開発株式会社/日本興亜損害保険株式会社 滋賀支店/日本生命保険相互会社/日本ソフト開発株
式会社/日本メンテナンス株式会社/日本メンテナンス株式会社 大津支店/野村證券株式会社 大津支店/長谷川公認会計士事務所/パナソニックESエンジニアリ
ング株式会社 近畿支店/株式会社パルコ大津店/公益財団法人ハン六文化振興財団/BSCウォータースポーツセンター/株式会社日立建機ティエラ/琵琶湖汽船
株式会社/びわ湖放送株式会社/株式会社琵琶湖ホテル/株式会社平和堂/ホテルテトラ大津/ホテルブルーレーク大津/株式会社松村電機製作所 関西支店/株
式会社みずほ銀行/三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社/明治安田生命保険相互会社 滋賀支社/ヤマハサウンドシステム株式会社 大阪営業所/ロマン楽
器株式会社/株式会社ワコール （五十音順・敬称略・一部非掲載／2014年7月31日現在）

「７年越しの夢」が実現した
父＝堀内、娘＝幸田の共演
（リゴレット） （ジルダ）

池田（司会） ： 幸田さんがCDデビューされた７年前にインタビュー
した時、「次の目標は何ですか？」と尋ねたら「堀内康雄さんの『お父
さん』でジルダに挑みたい」と即答され、とても具体的な夢だなぁと
驚いた記憶があります。
幸田 ： お待たせしました！楽譜は、すでにボロボロです。
堀内 ： 光栄です。
池田 ： 幸田さんは二期会、堀内さんは藤原歌劇団と所属を異にし
ます。
堀内 ： あんまり一緒にやったことないですね。新国立劇場のニュー
イヤーコンサートくらい？
幸田 ： あと、びわ湖ホール開館10周年のオペラ・ガラ・コンサート
(2008年)もご一緒しましたけど、デュエットはありませんでした。と
にかく、そばで素晴らしい声が聴こえるだけで、私の発声まで良くな
るようで、大変尊敬しております。
堀内 ： ヴェルディばかり歌っているから、ベルカント発声＊のイメー
ジが強いのでしょうね。「リゴレット」も今回が７つめのプロダクション
に当たり、40代最後の題名役となります。田尾下さん、どんな演出に
なるの？
田尾下 ： 背中にコブをのせはしますが、無理な姿勢を強いることは
ないので、ご安心を。アレッサンドロ・チャンマルーギさん（衣裳）とも、
正統派で！と話しています。
池田 ： 堀内さんにとって、リゴレットはどのような役ですか？
堀内 ： 若い人向けの「リゴレット」公演では、テノール歌手の「女心
の歌」にだけ「ああ知っている、知っている！」と声が上がるのは苦々

で、歌に感情を吹き込みます。当然、父親の情愛に力点が置かれます。
池田 ： ジルダさんは？
幸田 ： 最後まで清らかな響きとキャラクターを保ちます。とくに激
しさは強調されていないものの、芯の強さは愛のために死ぬ自己犠
牲の結末まで一貫しています。どこにも出たことがなかったので、初
めて会った人への思いを恋だと信じたら最後、ほとんど迷わない程
の精神の強さです。
堀内 ： でも毎回、「なぜ、もっと父親を説得できなかったのだろうか」
と、不憫になります。復讐モードに入って以降のリゴレットは、もう娘
のことなんか眼中になくなってしまうので。
幸田 ： 娘を思うあまり、マントヴァ公爵との一件で「一番大事なもの
が壊された」と思いこんでしまったのでしょうね。
田尾下 ： リゴレット自身、最初の場面からして、人々から相当に嫌わ
れていますから、屈折しています。初演時は社会情勢とかなり深くか
らんだ作品で、ヴェルディは舞台設定をフランスのパリからイタリア
へ移せという当局の干渉に当初、かなり激しく抵抗したそうです。今は
むしろ普遍の真実の方に目がいくので、劇としてコンパクトにまとめ、
エンターテインメントとして素直にお楽しみいただければと思います。
池田 ： びわ湖ホールには、ヴェルディのオペラ上演の良い業績が
あります。
堀内 ： 初代芸術監督でいらした若杉弘先生が指揮された初期オペ
ラの日本初演シリーズは圧巻でした。びわ湖は、日本でのヴェルディ
の聖地になりました。
田尾下 ： 私もそのシリーズは初年度から2002年まで通っていまし

池田 ： 沼尻さんとのお仕事はいかがですか？
堀内 ： NHKニューイヤーオペラコンサート(2000年)、東京文化会
館50周年記念ガラ(2011年)、みなとみらいホールでの「蝶々夫人」
(2012年)と、びわ湖ホールでの初共演はプッチーニの「ラ・ボエー
ム」（2010年）のはずでしたが、私が脚を怪我してしまい、幻に。だか
ら「アイーダ」（2011年）が最初でした。次はモーツァルトの「コジ・
ファン・トゥッテ」（2012年）。「もうグリエルモを歌う年齢じゃない」と
再三お断りしたのですが、口説き落とされました。今回の「リゴレット」
が沼尻チーム、４度目の稽古場です。
幸田 ： 私は東京フィルハーモニー交響楽団の「オペラ・コンチェル
タンテ」シリーズ、モーツァルトの「イドメネオ」（2002年）が最初でし
た。その後、びわ湖ホールと神奈川県民ホールの「ばらの騎士（R.
シュトラウス）」（2008年）、新国立劇場の「鹿鳴館（池辺晋一郎）」
（2010年）、沼尻さんが台本と作曲を兼ねた「竹取物語」（2014年）
と続き、念願のジルダに至りました。

しいです（笑） 実際にはこのオペラ、声部ごとの役割がはっきり分か
れていて、案外バッティングしないのですよ。ソプラノはコロラトゥー
ラ＊＊だし。バリトンに関しては多少の幅があって、声がマッチョな人

は破壊的なリゴレット
を造形しがちです。僕
はやわらかい声質なの
で、叙情的な人を手本
にした別のアプローチ

た。なかでも、堀内さんが出演した「アッティラ」（2001年）は、堀内
さんを観るために足を運びました。
堀内 ： イタリアでも地方の劇場だと、まだ「アッティラ」なんか上演
しなかった時代です。若杉先生の初演シリーズには、都合３作出演し
ました。沼尻さんが芸術監督を引き継がれて以降は「アイーダ」
（2011年）、そして今回の「リゴレット」と、メジャーな作品が続いて
います。すでにヴェルディ上演の良い土台があればこそ、名作オペラ
でも質の高い上演が可能なのです。

堀内 ： 四角四面に歌手をはめたがる人が多い中、声をちゃんと聴い
てくださり、すごく歌いやすいんです。
幸田 ： すうっと、流れに乗せてくださいます。
池田 ： ということで、田尾下さん！
田尾下 ： お二人の舞台は当然、よく観てきました。「リゴレット」でも
その力をお借りして、父娘のドラマをしっかり描きます。リゴレットが
肉体的に生きながらえても、精神的には死ぬ結末まで、お二人なら
声で表現できるはずです。

̶2005年に「運命の力」を演出して以来、久しぶりのヴェルディですね。
はい。それ以前の02年に手がけた「リゴレット」が、演出家として一本立ちし
て最初の大きな公演でした。ヴェルディのオペラを観た原作者のヴィクトル・
ユゴーが「すごい作品だ」と感心したほど、「リゴレット」には多くの内容が
詰まり、音楽劇の最高峰を極めています。突き抜けた作品だと思いますね。
「̶突き抜けた作品」と指摘されましたが、どの角度から再挑戦しますか？

マントヴァ公爵、リゴレット、殺し屋スパラフチーレそれぞれに「部屋と周囲」、
つまり「内」と「外」の二重構造があり、壁によって隔てられた二つの世界に
注目しました。舞台裏から聴こえるバンダ（別働隊の楽器群）や雷鳴など、
ヴェルディの音楽にも距離感、空間といったものが適確に表現されていま
す。例えば大詰め、嵐の場面の合唱も今回は舞台に出て、リゴレットをつけ
てきた廷臣たちの怨念のように見せようと考えています。

̶読み替え演出★ですか？
いえ、ピリオド（作曲当時の様式）です。衣裳をお願いするイタリア人アー
ティスト、チャンマルーギさんと「時代に忠実で、古典的な写実衣裳で行こ
う」と決めました。よってセットも、音楽に書き込まれた物語をとにかくスト
レートに表現します。
̶リゴレットの身体的特徴や職種の表現が、現代では難しそうですが…
廷臣たちがリゴレットを馬鹿にするポイントが身体的特徴なので置き換え
は不可能ですが、チャンマルーギさんと相談して、あからさまな演出はせ
ず、衣裳で体に膨らみを持たせ、腰を少しかがめる程度にとどめます。あと
身代わりで殺し屋の手にかかった瀕死のジルダが入った砂袋をゴロゴロ転
がすのも、好きではありません。今回は砂袋にジルダ役のソプラノ歌手で
はなくダミーを入れ、まず水の中へ落とします。次いで本物が水中からヨロ

ヨロ現れ、リゴレットに助け上げられるようにして美しさを保ちます。
̶指揮者の沼尻竜典さん、歌手たちについて。
沼尻さんと初めて、がっちり組めるのは幸せです。新国立劇場をはじめ、演
出助手の立場でご一緒させていただいた当時から、淡々としながら実に情
熱的なマエストロだと尊敬していました。沼尻さんが厳選した歌手たちも
素晴らしい顔ぶれ。この20年、日本のオペラ歌手の水準は著しく向上した
と思います。
̶ありがとうございました。

「突き抜けた作品」を支える「内」と「外」の世界を視覚化 ～演出家・田尾下哲に聞く～

1972年兵庫生まれ、横浜育ち。平成21年度五島記念文化賞オペラ新人賞受
賞。ドイツ人演出家ミヒャエル・ハンぺに西洋演劇、演出を学び、2000年から演出
家として活動を開始。オペラ以外にも活動の幅を広げており、ジャンルを問わず精力
的に活動を展開。

慶應義塾大学卒業。五島記念文化財団オペラ新人賞を受賞。1991年に渡伊。
ヴェルディ音楽院で学ぶ。多数の国際コンクールで優勝。94年ベネチア・フェニー
チェ座『ボエーム』でデビュー後、ローマ歌劇場『マクベス』に抜擢され高い評価を受
ける。以後、欧州の著名劇場で活躍。現在、武蔵野音楽大学教授。

東京藝術大学首席卒業。同大学院、オペラ研修所を経て渡欧。多くの国際コン
クールに上位入賞後、ローマ歌劇場などの欧州の名門歌劇場でデビュー。2000年
にはウィーン・フォルクスオーパーと専属契約。第14回五島記念文化賞オペラ新人
賞、第20回エクソンモービル音楽賞奨励賞受賞。二期会会員。

演出家、田尾下哲の「正体」はつかみづらい。特定の団体に属さず、仕事場は国内外を問わない。オペラからミュージカル、自ら台本も書くストレートプレイ
までジャンルは多彩。時代を動かす「読み替え」演出もすれば、伝統の舞台もきっちり再現する。「形ではなく、人の心の機微を視覚化するのが仕事」と
心得る田尾下の、「リゴレット」へのレシピはいかに？

× ×

取材・文／池田卓夫（音楽ジャーナリスト）

田尾下 哲
Tetsu Taoshita

演出

幸田 浩子
Hiroko  Kouda

ジルダ役

堀内 康雄
Yasuo Hor iuchi

リゴレット役

次号、湖響No.61は10月20日発行予定。お楽しみに！

日本で「リゴレット」の一番有名な歌は大正時代からマントヴァ公爵の「女心の歌」だが、オペ
ラ全体の肝はリゴレットとジルダの父娘物語にある。「堀内康雄さんのリゴレットと、いつか絶
対ジルダを歌いたい」と夢にみて、７年越しで実現した幸田浩子さん。憧れの堀内さんと演出
の田尾下さんとともに、「リゴレット」への意気込みを語り合った。

きも

＊「美しい歌」「美しい歌唱」を意味する「ベルカント」。ベルカントオペラを歌うために生み出された発声法。

★読み替えとは、音楽と歌詞はそのままだが、原作のストーリーを現代風にし、
  演出家の発想で違う物語にすること。

＊＊速いフレーズのなかに、高音で装飾音やトリルを多用し、軽快で柔軟な声のソプラノ。

司会／ 池田卓夫（音楽ジャーナリスト）
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